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1.About NII

コンサルティング事業
経営視点でベストなシステムを多角的に検討し、

プロジェクト成功までの全工程を密着サポート

システム開発事業
規模も業種も問わず、蓄積されたノウハウで

あらゆるニーズのシステム開発を可能にする

インフラプラットフォーム事業
今と将来を同時に見据えたベストプラクティス

アーキテクチャで強力なインフラを構築

システム運用事業
スピーディかつ正確な対応力で、継続的に

最大限のシステムの力を活かす

試験システム事業
入学試験、官公庁・民間の試験も

試験にまつわる全ての業務をワンストップでサポート
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NIIのお客様は、IT系外の事業会社を中心に全国に約400社

ITを専門としないお客様に向けて、技術力よりも身近で安全、品質にこだわったサービスを提供

チョコにアイスにビスケット。NIIのシステム
がしっかり管理するそこは、森永製菓(株)
の夢のおやつ工場です。
調達、製造の基本プロセスを見守り、さら
に全国のお店に届ける物流システムもきち
んと管理。お菓子ビジネスの真ん中から
端々まで、日々お手伝いしています。

買い物ラクラク、電車の改札もワンタッチ
通過のクレジットカード、(株)ビューカード。
とにかく便利だから、お申し込みもたくさん
あり、その数、一日1,100件、年間およそ
40万件にも。わたしたちNIIは、そのチェッ
クと登録を内側で支援しています。

気になる曲を今すぐネットで。そんな便利
な音楽配信サービスが、かたやレコード会
社にとってもちゃんと便利であるように。
ビクターエンタテインメント(株)の楽曲配
信、その管理システムの開発もNIIのおシ
ゴトのひとつ。ネットと店舗の両面でコンテ
ンツ事業を全力サポートしています。

スーパーの売り場に並ぶハムやベーコン、
ソーセージ。食卓に欠かせない身近なごち
そうだからこそ、店頭からも極力欠くことの
ないように。そんな思いで、日本ハム(株)
の物流システムを365日休まず監視して
いる、わたしたちNII。

新聞づくりは常に「翌朝」とのおいかけっこ。
眠らない(株)朝日新聞のすぐ隣で、NII
もまた深夜シゴトを続けています。最前線
で闘う記者やカメラマンとともに、NIIは24
時間365日、新聞づくりの舞台裏にスタン
バイ。万一の時には全速力でリカバリーに
挑んでいます。

出版社から書店へ本が送られ、書店から
出版社へ注文情報が届けられる。
日本出版販売(株)が取り回す、そんな書
籍ビジネスの「回転」を、IT技術でサポー
トしているのがわたしたちNII。システムで
出版社と全国書店をスムーズに結び、配
本や注文のサイクルを効率的に動かして
います。

世界各国の工場で日々作られる
パイオニア(株)のカーナビ。
私たちNIIがお手伝いしているのは、その多
くの工場で欠かせない生産管理や販売管
理のシステム運用。資材の調達に始まって、
製造、物流、販売…つまりカーナビづくりの
スター卜からゴールまで、システムの力でそっ
と後押ししています。

今日も本田技研工業(株)の工場から
様々な新車が旅立ちます。そんな「生まれ
故郷」で活用される大切な生産管理シス
テム、実はちょっとだけNIIのシゴトなんです。
NIIのほか、いろんな会社が協力しあって
作り出したそのシステム。生産計画に基づ
いて、効率のいいクルマづくりを日夜サポー
トしています。
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AIへの問：生成AIは、RPG（黒画面）のプログラムソースからC#.NET（WEB画面）へ、

元のプログラムの機能を完全に再現したプログラムとして生成することができるか？

AIの回答：生成AIが、RPGのプログラムソースから、

元のプログラムの機能を完全に再現したC#.NETプログラムを生成することは、

現状の実用レベルでは非常に困難であり、完全な再現は保証できません。

（中略）

実用的なアプローチ

ステップ１）生成AI/ツールによる初期変換:

AIにコードの約70%～90%の基本的な構文をC#.NETに変換させます。

ステップ２）人間のエンジニアによるレビューと修正:

残りの10%～30%の環境依存部分、複雑なI/O処理、

そしてAIが最適化できなかったロジックを人間の

エンジニアがレビューし、C#.NETの要件に合わせて書き直します。
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事例１：作業者マスタメンテナンス画面

[処理概要] ［機能概要］

✓作業者の追加・登録・削除を行う

✓作業者コード入力画面で新しい作業者コードを入力した場合

詳細画面の各項目をブランクで表示し、入力された情報でテーブルへデータ登録を実施

✓作業者コード入力画面で既存の作業者コードを入力した場合

詳細画面の各項目に登録済の情報を表示し、変更したデータを更新または、データの削除を実施

作業者コード入力画面 詳細画面

機能項目 内容

画面構成 単票形式（2画面構成）

I/O機能 照会/登録/更新/削除

更新対象DB数 1
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事例１：作業者マスタメンテナンス画面

[変換実施概要]

[生成AIへ作業依頼]
生成AIに役割を与えると共に、
この後、依頼（実行）する
内容を説明する

[変換元ソース読込]
生成AIへ変換元本体プログラム、
DB定義体、他周辺ソースを含め
全てを読み込ませる

[読込ソースの解析]
生成AIへ解釈に関わる指示を
しつつ、現行ソースの解析を依頼
する

[新プログラムコードの出力]
変換ターゲット言語でコードを生成、
ファイルにして出力。レビュー、動作
テスト等で再現度を確認する

結果NGの場合、指示を追加・修正し、再実行

作業者コード入力画面

作業者コード入力画面

詳細画面

詳細画面
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事例２：ロック解除画面

[処理概要] ［機能概要］

✓複数人による同時処理を防ぐための排他制御を行っている

端末異常などにより自動的にロックが解除できなかった処理のロックを手動で解除する

処理ロック解除選択画面："1"を入力すると次画面以降でロック解除が可能となる

処理一覧画面：排他制御を行っている処理の一覧が表示される

端末照会画面：選択した処理と処理に紐づく端末のロック状況を解除する

処理選択画面 処理一覧画面

機能項目 内容

画面構成 明細形式（3画面構成）

I/O機能 対象選択/照会/更新/削除

更新対象DB数 2

端末照会画面
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事例２：ロック解除画面

[変換実施概要]

✓事例１と同手順
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集計項目 作業者メンテ ロック解除 定性評価

生成AIを使用しての製作作業時間(h) 4.0 5.0 生成AIを使用しての製作作業時間は、スライド6[変換実施
概要]の作業ステップに沿い、実施した作業の集計時間を表
示している。
それぞれ70％以上と、大きな製作時間の削減効果が確認
できた

プログラム規模（ステップ数） 507 517

IPA・SLOC生産性からの作業時間(h) 16.5 16.8

生成AI利用の製作時間削減効果 75.8%減 70.0％減

集計項目 作業者メンテ ロック解除 定性評価

機能制限性確認項目全数 66 63

機能再現OK 51 43 I/O、ロジック・チェックの大半が再現OKとなった

環境差由来(OK判定) 10 7 現行プログラムではファンクション等、キーボードに割り当
てられた機能が新プログラムではボタンに変換された

機能再現性NG 5 13 いずれも画面の終了機能が再現できなかった
他、入力チェック機能の一部が機能として実装されてい
ない等、実装漏れが不規則にみられる

再現率 92.42％ 79.37％ 僅かに難易度が高いロック解除面も、作業者メンテ並
みの再現が確認できた。両画面について約92%、や
約80％の再現率は実用に足るレベルと評価できる

3.生成結果の評価

9

機能再現性評価：〇（一定の再現効果あり）

製作工数削減効果：◎（工数削減効果あり）

75.8%減

70.0%減

再現率
92.42% 再現率

79.37%



© 2025 Nippon Information Industry Corp.

項番 工程名 工程毎の
工数（h)

AI工数削減
割合（%）

AI利用後の
工数(h)

AI使用の効き所

1 仕様の読込・理解 1.5 20% 1.2 AIの要約による理解速度向上は見込めるが、細部の確認は必要

2 スケルトンプログラムの選択 0.5 100% 0 AIがプログラムを生成することでスケルトンは不要になる

3 コーディング 15 50% 7.5 完成度80%は速いが、完成までの手作業に工数を要する

4 規約・標準化との比較(自己チェック) 1 80% 0.2 規約・標準化チェック作業はAIが実施し、AI作業の誤りを人手確認

5 コードレビュー 2 -100% 4 AIの誤り率は人よりも高いことを考慮

6 単体テスト仕様書作成 3 0% 3 内部設計で80％できているため、当行程のAIの余地は少ない

7 単体テスト仕様書レビュー 1 0% 1 最後の品質保証は現時点は人手とになる

8 単体テスト用データ作成 3 20% 2.4 一部のデータはAIが生成、細部の条件に沿ったデータは人手で作成

9 単体テスト自動化コード作成 4 50% 2 テストコードの基本部分はAIが生成する

10 単体テスト実施 8 0% 8 AIではないところで自動化が推進されている

11 単体テスト結果レビュー 1 0% 1 最後の品質保証は現時点は人手になる

合計 40 24.2% 30.3

4.実製造工程現場への影響

10

プログラム製造工程に生成AIの自動生成を導入した場合の工数削減効果：24%減
実際のシステム開発の製造工程に現時点の生成AIはどの程度の効果をもたらすのかについて、

例として、40時間/本のプログラムについて、削減効果を試算した 現時点でも効果は確認された

全体の37.5%を占めるコーディングに対して生成AIの使用効果が大きいことから、プログラム規模次第で効果は膨らむことが見込める

プログラム製造工程明細と生成AI導入効果試算表40時間/本のプログラム 生成AI利用後
削減工数割合工程別割合

40.0h 30.3h

コーディングでの削減工数が
全体の64.1%を占めている
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5.プログラムコード生成の今後の見通し

スクラッチ開発の高速化
開発期間の短期化

スクラッチ開発コスト
の低減

相対的なパッケージソフト
の価値低下、スクラッチ拡大

業務のIT適用化スコープ
の拡大（DX化の推進）

可読性の低い、低品質
プログラムの拡散

ITシステムライフサイクル
の短期化

品質保証の重要性増加＆
レビューの人依存傾向の拡大

高スキル人材の需要増加
若手人材の需要低下が進む

システムの維持・保守・改修
のコスト増加

AI利用ノウハウの高度化
多様な専門エージェント保有

初期/中期教育の対応、
キャリアロードマップの再構成

生成AIを活用するシステム開発の未来予想チャート

生成AIがシステム開発にもたらす影響は大きい。

開発現場は日々進化するAIの進化の方向を注視しつつ、積極的に作業現場に取り入れて

開発プロセスに変革をもたらし、サービスの向上を追求していく必要がある

ポジティブトピック

ネガティブトピック

凡例

プログラミングスキル ＜
プロンプトエンジニアリング

AIによるプログラムコード
生成適用範囲の拡大

START
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